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平成22年(2009年)５月８日 №439

平成26年(2014年)１月６日 №495

平成25年第５回市議会（定例会）が12月10日に閉会

第５回市議会(定例会)は、11月29日から12月10日までの12日間の日程で行われました。

会期中「平成25年度加古川市一般会計補正予算」「加古川市立いずみプラザの設置及び管理に関

する条例」など22件の市長提出議案について審議され、すべて原案のとおり可決または同意されま

した。

また、提出された２件の請願のうち１件が採択され、３件の意見書については、２件が原案のと

おり可決されました。

議 決 結 果

予算

条例・単行

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日
平成２５年度加古川市水道事業会計補正予算（第１回）議案第78号

原案可決（賛成多数）

平成25年12月10日
平成２５年度加古川市一般会計補正予算（第３回）議案第77号

議決結果議 案 名議案番号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日

指定管理者の指定のこと（加古川市立志方体育館、志方東公園

テニスコート）
議案第90号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日
指定管理者の指定のこと（加古川市斎場）議案第89号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日
市道路線廃止のこと議案第88号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日
市道路線認定のこと議案第87号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日
字の区域の変更のこと議案第86号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日

加古川市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例を定めること
議案第85号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日

加古川市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条

例の一部を改正する条例を定めること
議案第84号

原案可決（賛成多数）

平成25年12月10日
加古川市立保育所条例の一部を改正する条例を定めること議案第83号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日

加古川市立総合体育館の設置及び管理に関する条例等の一部

を改正する条例を定めること
議案第82号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日

加古川市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例を定め

ること
議案第81号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日

加古川市社会教育委員条例の一部を改正する条例を定めるこ

と
議案第80号

原案可決（全会一致）

平成25年12月10日

加古川市立いずみプラザの設置及び管理に関する条例を定め

ること
議案第79号

議決結果議 案 名議案番号

３２22１11２８提出議案

意見書請 願合 計人 事単 行予 算条 例区 分
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条例・単行

人事案件

請願

意見書案

「特定秘密保護法の慎重な運用を求める意見書」

「新聞購読料への消費税軽減税率適用を求める意見書」を関係機関へそれぞれ送付
本会議で可決された意見書は、内閣総理大臣、衆議院及び参議院議長、各関係省などに送付されま

した。その要旨は以下のとおりです。

特定秘密保護法の慎重な運用を求める意見書(要旨)

１ 政府から独立した唯一の監視機能となる国会への報告については、裁量の限度を越えた情報隠し
が行われないような制度を構築すること。

２ 特定秘密の指定・解除などを検証、監察する機関である（仮称）情報保全監察室には、業務遂行
のための十分な情報を提供し、公正な判断のための権限を与えるとともに、独立性を確保するよう
努めること。

３ 関係政令については、民意を尊重した上で制定すること。
４ 法施行までに、国民に生じている不安を払拭するため、あらゆる方法で国民への説明を行うこと。

よって、国は現状を真摯に受け止め、本法の施行にあたっては慎重な運用を強く要望する。

原案可決（賛成多数）
平成25年12月10日

加古川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を定
めること

議案第97号

原案可決（全会一致）
平成25年12月10日

指定管理者の指定のこと（加古川市立松風ギャラリー）議案第96号

原案可決（全会一致）
平成25年12月10日

指定管理者の指定のこと（加古川総合文化センター）議案第95号

原案可決（全会一致）
平成25年12月10日

指定管理者の指定のこと（加古川市民会館）議案第94号

原案可決（全会一致）
平成25年12月10日

指定管理者の指定のこと（加古川ウェルネスパーク、加古川市
立漕艇センター、平荘湖アクア交流館）

議案第93号

原案可決（全会一致）
平成25年12月10日

指定管理者の指定のこと（加古川スポーツ交流館、加古川海洋
文化センター、浜の宮市民プール）

議案第92号

原案可決（全会一致）
平成25年12月10日

指定管理者の指定のこと（加古川市立日岡山体育館、加古川市
立武道館、日岡山公園野球場、日岡山公園グラウンド、日岡山
公園第１テニスコート、日岡山公園第２テニスコート、日岡山
市民プール）

議案第91号

議決結果議 案 名議案番号

原案同意（全会一致）

平成25年12月10日

加古川市固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求め

ること（志方 紀久）
議案第98号

議決結果議 案 名議案番号

採 択（全会一致）
平成25年12月10日

新聞購読料への消費税軽減税率適用を求める請願について請願第７号

不 採 択（賛成少数）
平成25年11月29日

ＴＰＰ交渉からの撤退を要求する請願書請願第６号

議決結果議 案 名請願番号

原案可決（全会一致）
平成25年12月10日

新聞購読料への消費税軽減税率適用を求める意見書
意見書案
第 ９ 号

原案可決（賛成多数）
平成25年12月10日

特定秘密保護法の慎重な運用を求める意見書
意見書案
第 ８ 号

原案否決（賛成少数）
平成25年12月10日

国民の知る権利を奪う「特定秘密保護法」廃止を求める意見書
意見書案
第 ７ 号

議決結果議 案 名意見書番号
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新聞購読料への消費税軽減税率適用を求める意見書(要旨)

近年、活字離れが進み、書籍とともに、新聞の購読率は低下傾向にあり、新聞をまったく知らない

で育つ子どもたちが増えるなかで、新聞購読料へのさらなる消費税転嫁は、新聞離れに拍車をかける

ことになり、次の世代の知的水準へ深刻な影響を及ぼすものと深く憂慮されるものである。欧州の多

くの国では、新聞や書籍を「民主主義を支える公共財」として、軽減税率を導入し、知識を得るため

の負担を軽くしている。よって、国におかれては、消費税増税に際し、新聞への軽減税率を適用され

るよう、強く要望する。

一般質問者とその要旨
12月２日、３日に行われた一般質問では、11人の議員が質問に立ち、担当の各部長から答弁があり

ました。各議員の質問項目は次のとおりです。（※質問者の順に掲載しています）

○村上孝義（市民クラブ）

１ 市民総幸福度の向上について

２ 市民の健康づくりについて

３ 歯科口腔の健康づくりの推進について

４ 南海トラフ巨大地震等への備えについて

５ 地域防災力の強化について

６ 加古川等の河川整備の現状と今後の取り組みについて

○松本裕一（新政会）

１ 歯及び口の健康づくりについて

○森田俊和（新政会）

１ 児童クラブの運営について

２ 学校施設における避難所関連物資の備蓄について

○相良大悟（公明党議員団）

１ 不審者・犯罪抑止の強化について

２ 24時間健康相談体制の構築について

３ 空き家等の更なる対策強化について

○高木英里（日本共産党加古川市議会議員団）

１ 就学援助制度の充実について

２ 保護者の給食費負担について

３ 介護保険について

○畑広次郎（市民クラブ）

１ 安全・安心まちづくりについて

２ 新たな財源・歳入確保の取り組みについて

３ 加古川市歌について

○中村亮太（市民クラブ）

１ 「加古川市空き缶等の散乱及び飼い犬のふんの放置の防止に関する条例」について

○木谷万里（新政会）

１ 未婚のひとり親の支援について

２ 地域の絆を強める公民館の役割と今後の展望について

○岸本建樹（日本共産党加古川市議会議員団）

１ ごみ処理広域化、大型焼却炉建設の問題点について

２ （仮称）加古川中央市民病院計画について

３ 市役所における市民の人権と対応について

○井上津奈夫（日本共産党加古川市議会議員団）

１ 生活保護受給者に対してジェネリック（後発医薬品）の使用を原則としたことについて

２ 「加古川市開発事業の調整等に関する条例」について

３ 加古川市の未来をつくる教育環境の整備について
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※足利市ホームページより引用

○玉川英樹（新政会）

１ 「かつめしの日」制定について

２ 上荘くるりん号について

３ 小川・西川の浸水対策事業について

12月４日（水）に３つの常任委員会が開催され、請願の審査、付託案件審査、所管事務

に関する調査が行われました。そのうち、付託案件審査（予算・条例・単行）を除く内容

は次のとおりです。

■総務教育常任委員会

請願審査

◇請願第７号 新聞購読料への消費税軽減税率適用を求める請願について 【採 択】

所管事務に関する調査

◇平成25年度行政評価(事務事業評価)の実施結果について 〔企画部〕

◇(仮称)加古川中央市民病院の開発計画説明会について 〔企画部〕

◇建設工事における入札制度の改正について 〔総務部〕

◇コンプライアンス・法務アドバイザーの設置について 〔総務部〕

◇差押処分取消請求事件の応訴について 〔税務部〕

◇「いじめ相談シート調査」集計結果について 〔教育指導部〕

■建設経済常任委員会

所管事務に関する調査

◇別府町新野辺地内配水管（口径450mm）漏水事故について 〔水道局〕

◇明石市との相互応援連絡水道管の設置完了について 〔水道局〕

◇加古川市鳥獣被害防止計画の策定について 〔地域振興部〕

◇市街化調整区域における生活排水処理方策に関する調査について 〔下水道部〕

■福祉環境常任委員会

所管事務に関する調査

◇加古川ウェルネスパークＥＳＣＯ事業の交渉権者決定について 〔環境部〕

◇ごみ処理広域化の進捗状況について 〔環境部〕

◇市街化調整区域における生活排水処理方策に関する調査について 〔環境部〕

視察報告
市議会の各常任委員会、特別委員会及び議会運営委員会では、先進的な取り組みを本市の市政

向上に役立て、反映させることを目的に他都市等を調査研究しています。今月号では、福祉環境

常任委員会の視察報告書を、要約のうえ掲載します。

福祉環境常任委員会（日時：平成25年11月５日～７日） 報告者 委員長 吉野晴雄

＜視察先及び内容・所感＞

①栃木県足利市 「足利市民総発電所構想」について

事業の概要

足利市では、東日本大震災での原発停止により、計画停

電・節電要請がある中、市民の防災意識や節電意識が高ま

り、平成23年夏に「市役所節電・省エネ緊急対策」を実施

した。市本庁舎にデマンド監視装置を設置するなどし、削

減率は前年比で22.8％、夏季電気料金は約1,500万円削減

するなど、節電・省エネ対策の継続的な取り組みが行われ

てきた。

平成24年度からは「創電」「節電」「蓄電」を基本とした

「市民総発電所構想」を打ち出し、創電により得られる売 ～市内で発電・節電された電力量を

「見える化」した効果的な市ホームページ



- 5 -

電収入や公共施設の屋根貸し事業による使用料収入、及びＰＰＳ事業者(特定規模電気事業者)か

らの電気購入で削減できた電気料金相当分や市の施設での節電分等を、節電エコポイント事業な

ど市民への節電行動支援事業や総発電所構想を推進するための経費に充当しており、エネルギー

政策に関し、自治体ができることを着実に実行している。

所 感

庁舎照明・防犯灯のＬＥＤ化、中学校11校への太陽光発電の設置、小・中学校33校にデマンド

監視装置の設置などの取り組みを見ると、平素から環境を重視した取り組みが行われていると感

じる。震災以降、「市役所節電・省エネ緊急対策」、「市民総発電所構想」を推進された手際の良

さに、常に市民生活の実態に考慮した行政を行っていると実感した。また、防災拠点、避難場所

等への蓄電装置導入は、市民が安心して避難できるとともに、多数の人命救助につながるものと

考える。

②千葉県柏市 「長寿社会のまちづくり」について

事業の概要

柏市は東京都心から約30キロにある、高度経済成長を期に人口が増加し発展したまちで、市内

全体の高齢化率は19.9％と全国的に見て高くはないが、団塊の世代が多く住む市内の豊四季台団
とよ し き だい

地（ＵＲ都市機構が開発）では高齢化率が41％に達しており、まさに今後の日本の都市部におけ

る高齢化のモデルのような地域もある。

そこで、高齢社会の安心で豊かな暮らし方、まちのあり方を議論し、実践していこうというこ

とで、急増する高齢者を地域で支える仕組みとして、柏市、東京大学、ＵＲ都市機構の三者で「柏

市豊四季台地域高齢社会総合研究会」を立ち上げ、在宅医療の推進や生きがい就労の創成など、

地域包括ケアシステムの具現化に取り組んでいる。

所 感

柏市は主体となって在宅医療の普及・推進に努めており、医師会とタイアップし、多職種を巻

き込んだ関係づくりの連携調整、また市民への意識啓発等、事業推進に係る担当職員の熱意と行

動力に感銘を受けた。かかりつけ医のグループ形成（主治医・副主治医制）、急性増悪時等にお

ける病院のバックアップ体制の確保、医療関係者の情報共有システムの構築と、本当にすばらし

い取り組みであり、とりわけ、医師会との連携・協力については、大いに参考にしたいところで

ある。

③愛知県大府市 「ウェルネスバレー構想」について

事業の概要

大府市は、昭和62年に「健康づくり都市」宣言を行い、健

康都市をまちづくりの基本理念に、全国でも有数の健康、医

療、福祉、介護関連施設の集積地である「あいち健康の森」

と、その周辺地区を「ウェルネスバレー」と名付け、健康長

寿の一大拠点の形成を目指す「ウェルネスバレー構想」を提

唱している。子どもから高齢者まで幸せに齢を重ねられる

「幸福社会」を目指し、関連機関による様々な健康づくりイ

ベントや福祉サービスの提供など、健康医療に関する先駆的

な事業が展開され、また、次世代産業（健康長寿関連産業）

の創出などが行われている。

所 感

当該地区周辺には、独立行政法人国立長寿医療研究センター、県立あいち健康の森、あいち小

児保健医療総合センター、ＪＡあぐりタウンげんきの郷、住宅型有料老人ホームさわやかの丘な

どの施設があり、ウェルネスバレー構想に合った環境が整っていることがうかがえた。こういっ

た国や県、民間施設の誘致に成功したことが、大きな収穫であると思う。概ね20年後を見据えて

超高齢社会を前向きに乗り越えるため、健康づくり・介護予防に取り組み、連携体制を構築して

おり、市の規模は違うが本市においても、総合的に福祉、健康、食と農など連携してまちづくり

を考えていかなければならない。課題として、大府市には市民病院がないため、「地域包括ケア

システムの構築」の観点から見ると、医師会等との連携・協力体制が弱いと推測する。

※大府市ホームページより引用

ウェルネスバレーのロゴマークは公募し

決定された
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一問一答方式について検討一問一答方式について検討
■議会運営委員会(12月３日・10日開催)

協議事項

[12月３日開催分]

◇追加予定議案の取り扱いについて

◇一問一答方式の導入について

[12月10日開催分]

◇意見書(案)の取り扱いについて

◇平成26年第１回市議会(定例会)の会期日程(案)について

◇附属機関等への参画に関する申し合わせについて

中間報告案について検討中間報告案について検討
■議会改革推進特別委員会(12月９日・24日開催)

協議事項

[12月９日開催分]

◇委員会における自由討議について

◇自治法第96条の２に規定した議決すべき事件について

◇iPadの活用による議案等資料のペーパーレス化について

[12月24日開催分]

◇委員会における自由討議に係る中間報告案の検討について

◇自治法第96条の２に規定した議決すべき事件について

◇１日１委員会制について

◇議会報告会(意見交換会)の開催について

■■■■■■■■■■■■■■ 議 会 の う ご き ■■■■■■■■■■■■■■
―１月の行事予定―

＜発 行＞ 加古川市議会事務局 総務課
〒675-8501 加古川市加古川町北在家2000
電話：079-427-9304 FAX：079-424-9043
E-mail:gikai_soumu@city.kakogawa.hyogo.jp

※ご意見などがございましたら、議会事務局までお寄せください。

〔第１日〕平成25年度補正予算上程（質疑・委員会付託）
市長施政方針 平成26年度予算及び関係議案上程（提案説明）

〔第２日〕代表質問
〔第３日〕代表質問
〔第４日〕一般質問
〔第５日〕一般質問、委員会審査報告(質疑・討論・採決)
平成26年度予算質疑

〔第６日〕平成26年度予算質疑、条例・単行議案質疑（委員会付託）
〔第７日〕委員会審査報告（質疑・討論・採決）、追加議案上程（即決）

※いずれの日も開会時刻は午前９時30分の予定です。

２月25日（火）

３月４日（火）
５日（水）
６日（木）
７日（金）

11日（火）
26日（水）

日 程日(曜日）

―次回市議会（定例会）の日程―

議会改革推進特別委員会
常任委員会（総務教育、建設経済、福祉環境）
議会改革推進特別委員会
議会運営委員会行政視察
・埼玉県さいたま市議会 「議会改革への取り組みについて」
・埼玉県春日部市議会 「議会報告会等について」
※各常任委員会及び特別委員会の開会時刻は

いずれの日も午前９時30分の予定です。

９日（木）
21日（火）
23日（木）
27日（月）
～28日（火）

日 程日(曜日）


